
（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　1

※令和４年度以降入学生用

国語 表現演習（基礎） 2

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

科目設定の
理由等

教科書には載っていない多彩な文章に触れ実践的な読解力を養うため。
社会生活および入試の中で必要な語句の意味、用法・漢字などを学び、語彙力を高めるた
め。

科目の
目標

【知識及び技能】
実践的に使えるよう漢字や語句の習得をめざす。

【思考力、判断力、表現力等】
多くの文章に触れることで表現方法を身につけ、思考力・判断力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】文章中の言葉遣いに興味・関心を持ち、文章の追体験から
心情理解や人を思いやる心を育てる。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

国語 国語演習Ⅱ 2 2

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

2

科目設定の
理由等

自分の意見をまとめて的確に表現できるようになる。また他人の意見も理解し、対応する
力や幅広い教養も身につける。そのために表現と理解に必要な文法、表記、語彙、漢字な
ども習得する。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
社会で通用する語彙力・漢字力の習得。

【思考力、判断力、表現力等】
多くの例文に触れ、実際に書いて、考えや思いを伝えるための表現力と思考力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
適切な言葉遣いで正確に自分の思いを伝え、人と交流するための語彙力を身につける。



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　2

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

国語 古典 2 2

科目設定の
理由等

古文と漢文の多くの作品に触れ、古典に親しみ、それぞれの作品の持つ魅力とおもしろさ
に触れる。そのために古典文法を身につけ、現代につながる古代・近代の日本文化のを学
ぶ。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
古典文法や古典文学を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
古典の物語や随筆を読むことで先人の知恵に学び、思考力・判断力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
文章中の古典的な言い回しに興味・関心を持ち、文章の追体験から心情理解や人を思いや
る心を育てる。

科目の
目標

【知識及び技能】
地理歴史・公共の範囲で基礎的な知識を身につける。時事問題や表・グラフを理解する技
能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
基礎的な知識を活かして、現代社会で起こる事象を理解し、自分で文章やグラフなどにま
とめて表現することができるか。

【学びに向かう力、人間性等】
基礎的な知識を応用し、現代社会で起こる出来事を自分自身で理解を深め、考えることが
できるか。

地理歴史 社会総合 2 2

科目設定の
理由等

社会人として必要となる標準的な知識を地理歴史・公共の範囲から広く学び、地理歴史・
公共への関心を高める。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　3

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

数学 数学Ⅰ・A演習 2 2

科目設定の
理由等

数学Ⅰと数学Aの問題演習を通して、思考力を育成するための科目である。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
数学における基本的な概念を理解するとともに、事象を数学的に解釈し、数学的に表現・
処理する技能を身につけるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力や、事象間の関係を認識して統合的・発展的に
考察する力、および数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度や、問題解決の過程を振り返
り、考察を深めようとする態度を養う。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

保健体育 現代スポーツ論 2 2

科目設定の
理由等

スポーツの多様な意義やスポーツの推進・発展の仕方を理解するとともに、身体の仕組み
や動きを理解し、スポーツの理論や実践に関する課題の研究に取り組む

科目の
目標

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要なスポーツ・運動（トレーニング）の知識や技能を身につけ
るとともに、我が国のスポーツ文化に対する理解を深めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
スポーツとの関りを深める中で、自己の成長イメージを膨らませることができる。また、
他者とのかかわりの中で、伝え合う力を高め、自分の考えを深く広めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
スポーツ価値の認識を深めるとともに、科学的な身体の動かし方やスポーツが心に与える
影響を学び、他者や社会に関わろうとする態度を養うことができる。



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　4

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

芸術 保育音楽I 2 2

科目設定の
理由等

ピアノを中心とした楽器の演奏法の基礎を学ぶ。読譜に必要な楽典の基礎を学ぶ。保育や
幼児教育における応用力の育成をめざして、基礎的なピアノの演奏技能を習得する。

科目の
目標

【知識及び技能】
楽典の基礎知識を理解し、簡単な楽譜を読譜する技能を身につける。
正しい運指で簡単なピアノ作品を演奏する技能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
音符や演奏記号を正しく読譜し、演奏の意図を表現する技能を身につける。
指のタッチによる音色の変化を感じ取りながら、美しい音で演奏できるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
より難易度の高い曲が弾けるようになりたいという意欲をもって楽器練習に取り組む。連
弾をしたりお互いの練習を聴きあったりして、友達と協力して練習できる協調性を養う。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

保健体育 ライフスポーツ 2 2

科目設定の
理由等

体つくり運動の学習に主体的に取り組むとともに、協力・責任・参画・共生などに対する
意識を高め、健康・安全を確保して生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの
推進及び発展に寄与する態度を養う

科目の
目標

【知識及び技能】
各種運動の特性に基づいた基礎的基本的な技術や戦術を知ることができる。また、基礎的
基本的な技能を身につけ、戦略を練ることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
継続的に運動に親しむための課題を発見し、計画的に解決していくことができる。また、
身につけた技能や戦術を言語化し、他者に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
用具、環境を大切にし、規律・規範ある集団作りができる。また、仲間とそれぞれの良さ
を引き出し合いながら取り組むことができる。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　5

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

外国語 英語演習 2 2

科目設定の
理由等

広く日常生活に向けた基礎的な英語力を習得させること。テキストを使って、様々な内
容、形式の英文を読み、文中に出てきた言語材料をもとにした語彙・発音、語法・文法、
作文問題にあたる。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
基礎的な語彙・発音、語法、文法が理解できるとともに、これらの知識を実際のコミュニ
ケーションに活用できる技能を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
文章を通じて、英語で話し手や聞き手の意図を理解し、これらを活用して自分の意見を基
礎的な英語で表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
文章を通じて、自律的、主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ることができる。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
基礎的な語彙・発音、語法、文法が理解できるとともに、これらの知識を実際のコミュニ
ケーションに活用できる技能を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
文章を通じて、英語で話し手や聞き手の意図を理解し、これらを活用して自分の意見を基
礎的な英語で表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
文章を通じて、自律的、主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ることができる。

外国語 英語読解Ⅰ 2 2

科目設定の
理由等

実社会で役立つ基礎的な英語力を習得させること。問題を解くことで、様々な内容、形式
の英文を理解し、文中に出てきた言語材料をもとにした語彙・発音、語法・文法の理解定
着を図る。



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　6

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

外国語 実用英語 2 2

科目設定の
理由等

さまざまな練習問題を通じて、実社会に適用する汎用度の高い英語力を習得させること。
問題演習を通じて、語彙・発音、語法・文法の理解定着を図る。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
汎用度の高い語彙・発音、語法・文法が理解できるとともに、これらの知識を実際のコ
ミュニケーションに活用できる技能を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
問題演習を通じて、英語で話し手や聞き手の意図を理解し、これらを活用して自分の意見
を英語で表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
問題演習を通じて、英語圏の文化について主体的、自律的に理解を深めることができる。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
日常生活で使う基本的な英会話表現が理解でき、これらの知識を目的や場面、状況などに
応じて実際のコミュニケーションに活用できる技能を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
与えられたテーマに沿って、基本的なプレゼンテーションができる。

【学びに向かう力、人間性等】
自発的、主体的にコミュニケーションを図ろうとする姿勢を身につけることができる。

外国語 生活英語 2 2

科目設定の
理由等

ALTとJTEのティーム・ティーチングを通じて、日常生活の身近な話題についての基本的な
英語表現を身にけること。適確に英語を聴き取るListening能力と自ら発話するspeaking能
力を養う。



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　7

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

家庭 保育表現技術 2 2

科目設定の
理由等

保育者には総合的な表現力（音楽表現・身体表現・言語表現・造形表現）を身につけるこ
とが必要である。これらの表現力のうち特に造形表現を通して子どもとの関わりについて
考え、また意見交換等を通して実際の保育に役立てる力を養うために、この科目を設定す
る。

科目の
目標

【知識及び技能】
保育の内容に理解し、子どもの遊びを豊かに安全に展開するために必要な知識や技術を習
得する。
【思考力、判断力、表現力等】
表現活動にかかわる教材等の活用及び作成と、保育の環境構成及び具体的展開のための技
術を探求する力を養う。教材等を使い、子どもとのコミュニケーションを豊かにする表現
力を身につける
【学びに向かう力、人間性等】
遊びを通して子どもたちが感じたことや考えたことを身振り、言葉、音、物などで表現す
る大切さを学ぶ。制作に主体的に取り組むとともに、積極的に意見交換などを行うなど学
習に意欲がみられる。様々な保育表現を主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

外国語 韓国語研究 2 2

科目設定の
理由等

隣国である韓国の言語学習を通じて、広く韓国の文化、慣習、歴史、及び我が国とのつな
がりを理解すること。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
基礎的な語彙・発音、語法、文法を理解できるとともに、これらの知識を実際のコミュニ
ケーションに活用できる技能を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
文章を通じて、韓国語で話し手や聞き手の意図を理解し、これらを活用して自分の意見を
基礎的な韓国語で表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
文章を通じて、自律的、主体的に韓国の文化、慣習、歴史、及び我が国とのつながりを理
解できる。



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　8

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

科目の
目標

【知識及び技能】
食材に含まれる栄養について知識を習得し、バランスの良い食事がどのようなものかを学
ぶ。また、食事のマナーを身に着けることを目標とする。

【思考力、判断力、表現力等】
健康的で豊かなな食生活とはどのようなものか、自分の意見を述べることができる。ま
た、食糧問題や食品ロスといった課題に対して、解決方法を考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
食事の大切さを学び、健康的で豊かな食生活を実践できるように、普段から意識しながら
食について考えられるようになる。

単位数 開設学年（年次）

4 2

農業 食品科学Ⅰ 2 2

科目設定の
理由等

食生活、栄養、食事のマナー、食材の特徴などを分野として扱い、豊かな食生活を実践し
ていくために必要な知識を習得する科目として設置する。

教科 科目

科目設定の
理由等

高齢者の介護に必要な、知識・技能を習得させる。福祉保育系列の福祉選択生徒が、広く
福祉について理解したうえで、高齢者介護について身体介護の技術を身に付け、高齢者介
護の諸問題について応用していく力を養うため本科目を設定している。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

福祉 基礎介護講座

科目の
目標

【知識及び技能】
介護及び自立支援の実践について、体系的・系統的に理解し、関連する技術を身に付ける
ようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
介護及び自立支援の実践に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ、科
学的な根拠に基づき創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
健全で持続的な社会の構築をめざして、自ら学び、介護及び支援の適切な実践に主体的か
つ共同的に取り組む態度を養う。



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　9

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

科目の
目標

【知識及び技能】
パソコン検定（P検）程度の知識と技術を身に付け、情報という科目の基礎力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
幅広い学習により、多くのことに理解を深め、問題解決していく判断力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い知識や技術を学び、多人数での課題にグループワークやチームワークを意識した協
調する力を養い、挑戦する力を身に付ける。

教科

科目設定の
理由等

日常生活で使う道具やインテリア装飾などの作品制作を通して体感させながら学ぶ。
ユニバーサルデザインの考え方を学び、使いやすい形、色、素材を選択し、デザインする
ことで問題を改善し、より良い生活にする力をつける。

科目の
目標

【知識及び技能】
基本の形、一般的な製造方法で制作し、ものづくりの基礎を学ばせる。

【思考力、判断力、表現力等】
使用目的と使用環境の条件を与え、その条件から必要とされるイメージを考案しそれに基
づいた形態と色彩を計画しデザイン制作させる。

【学びに向かう力、人間性等】
制作した作品を実際に使用し、問題点を見つけさせ、改善策を考えることで表したいイ
メージを作る能力を自ら養う姿勢を育成する。

科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業 デザイン制作 2 2

総合実業 情報基礎Ⅰ 2 2

科目設定の
理由等

情報という科目の多くの技術と知識を、
幅広く学習することによって臨機応変な問題解決能力を養わせるため。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　10

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

総合実業 情報表現Ⅰ 2 2

科目設定の
理由等

コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を向上させ、人と人を繋げるICTを意識
した情報教育を行うため。

科目の
目標

【知識及び技能】
表現に必要なデザイン性、プログラミング系統の技術力、資料などの編集する力を学習
し、工夫する姿勢を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
課題や作品制作を通して、多角的なとらえ方ができる判断力と、多彩な表現力を身に付け
る。

【学びに向かう力、人間性等】
レポート提出や課題提出など主体的に取り組む姿勢を養い、学びを深める。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目設定の
理由等

様々な表現課題や作品を制作することによって、学びに基づいた確かな情報活用能力を身
に付けるため。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業 情報総合Ⅰ 2 2

科目の
目標

【知識及び技能】
自己PRやプレゼンテーションにおける技術的な解釈やちしきを学習し、自己表現の能力を
向上させ、情報発信能力を習得する。

【思考力、判断力、表現力等】
グループワークやプレゼンテーション作業を通して、自己表現の能力を習得する。

【学びに向かう力、人間性等】
自己・他者の両方の情報収集を意識し、グループワークやチームワークをさせる際、役割
分担を意識させるよう取り組ませ、主体的な学習の姿勢を養う。



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　11

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

総合実業 カルチャーキャリアⅠ 2 2

科目設定の
理由等

知識・知恵を応用し、探究する姿勢・技術を身につける。学校周辺の地域（中河内）にあ
る文化・自然・地域団体へのフィールドワーク・発表などの実習を行う。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目の
目標

【知識及び技能】
地域の歴史・文化を知識として身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
地域の歴史・文化が過去から現在までどのようにつながっているか思考し、表現すること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだ知識を未来へと向けて活かすことができる。地域の歴史・文化を通じて郷土に関心
を持つことができる。

総合実業 地域文化論Ⅰ 2 2

科目設定の
理由等

学校周辺の地域（中河内）にある文化・自然・地域団体の歴史や情報を学び、地域を理解
することから探究心や郷土に関心を持つ姿勢を身につける。

科目の
目標

【知識及び技能】
フィールドワークで聞き取った内容をまとめる情報処理能力が身につける。フィールド
ワークの事前学習で、課題に取り組むための知識を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
体験した内容を振り返り、自分の言葉で表現・発表する。課題ごとの意図を思考し、理解
する。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだ知識を活かして、実習に臨み、反省を活かして自分を成長させていこうとする姿勢
を育む。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）
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15　枚のうちの　12

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

科目設定の
理由等

人は常に色と接しており感覚的に扱われることが多いが、色を論理的に理解し、効果的に
扱う方法を学ばせることで、視覚空間や明暗の秩序を把握する力、描写力、表現力を培
う。全てのデザイン分野と多様なニーズに応える素養を養う。

科目の
目標

【知識及び技能】
色彩を体系的に理解し、意図に応じた色彩構成できる力をつける。また色彩心理や色覚以
上などＵＤにつながる知識を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
色彩がもたらす効果を理解し、自在に色を作り、配色できる力をつける。コンセプトテー
マに基づいた調和ある色彩表現が計画的に進められる力を育成する。

【学びに向かう力、人間性等】
基本形態や日常物をよく観察し、気づける姿勢を養う。見え方にも個人差があることを理
解し、考慮して色彩構成に活かす態度を育成する。

科目設定の
理由等

　多種多様な材料に触れ、その性質の理解と適切な加工法を実践するとともに、プロダク
トデザインの技法や理論を活かしたデザインの習得、デザイン制作を通じて身の回りの製
品に施された創意工夫がわかる見方を養い、豊かな人間性と将来の暮らしに役立てられる
資質の育成をめざす。

科目の
目標

【知識及び技能】
美的な造形性や機能性について理解を深めるとともに、意図に応じて様々な表現方法や材
料、道具機械など適切に扱える力を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
デザインするものの使用目的や条件を検討したり、用途や機能と美しさのトレードオフ、
材料の特性を考え、発想や構想を基に表現する素養を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
使いやすさや訴求する造形など、人間中心設計を心掛けた制作態度を養う。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業 色彩演習 2 2

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ実習(基礎) 2 2

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業



（別紙様式3-⑥） 府立 枚岡樟風 高等学校　全日制 課程等　総合学　科（系）学校番号　1011

15　枚のうちの　13

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

科目の
目標

【知識及び技能】
グラフィックデザインに関する基礎的な知識・技能であるデッサン、平面構成、ＰＣの操
作を習得する。

【思考力、判断力、表現力等】
習得した知識を理解し、演習問題・課題に取り組み発表する。

【学びに向かう力、人間性等】
与えられた課題に対して興味を持ち、問題解決につながるよう自ら考え創意工夫し、グラ
フィック作品として表現・発表できる力をつける。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業 デザイン技術基礎 2 2

科目設定の
理由等

民主主義の発展に伴ってデザインが生まれ進化を続けていることを理解させる。また、私
たちの生活活動にふさわしい素材とその性質や現在の生産方法についても学ばせる。SDG'S
をめざした「モノとヒト」の関わりについて考えられる資質を養う。
また、幅広いデザイン分野につながる基礎的な技法や思考法を身につける。

科目の
目標

【知識及び技能】
私たちの先人が築いてきた社会、経済、産業とデザインの関係について学ばせ理解を深め
させる。基本図形のスケッチ練習を重ねさせ、表現力の向上を図る。

【思考力、判断力、表現力等】
現代の社会状況から必要とされているデザインの実例を学ばせ、将来の豊かな社会を築く
ためのデザインの方向性について考案する姿勢を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ実習 2 2

科目設定の
理由等

生活や社会のかかわりの中でデザイン本来の機能である視覚的な伝達効果について理解を
深める。視覚的に人へ伝わるデザインの考え方とその表現方法を学習するため、グラ
フィックデザインの印刷やＣＧ、色彩、デザインなどに特化した専門の知識、技能、思考
力、表現力を養う。
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15　枚のうちの　14

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

科目の
目標

【知識及び技能】
ビジネスで使われる一般的なアプリケーションにふれ、反復して練習することにより基礎
的な技術と知識を習得する。

【思考力、判断力、表現力等】
実践的なアプリケーションの技術を習得する際、いちユーザーとしてどう活用すべきか、
自分の目的に合った活用の仕方を判断できる力を習得する。

【学びに向かう力、人間性等】
チームやグループ作業の際に、アプリケーションを活用して考えを共有したり積極的に作
業をすすめられるリーダーシップと主体性を養う。

科目の
目標

　【知識及び技能】
建築物をデザインする時に必要な図面の知識やＣＡＤソフトを使って図面の描き方を学
ぶ。

　【思考力、判断力、表現力等】
図面を描くために必要な知識・技能を学び、立体模型で表現する力をつける。

　【学びに向かう力、人間性等】
住空間についての理解を深め、将来の暮らしに役立てられる資質を育てる。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業 アプリケーションⅠ 2 2

科目設定の
理由等

アプリケーションに対する基礎技術・知識を習得することにより、情報活用能力を向上さ
せるため。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

総合実業 スペースデザイン実習 2 2

科目設定の
理由等

生活の基本空間として住宅を考えるとき、人々にとって安全かつ快適で健康的な空間を考
える。図面の知識を学び、ＣＡＤソフトを使っての製図方法、立体模型を制作し、豊かな
人間性と将来の暮らしに役立てられる資質を育てる。
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15　枚のうちの　15

※令和４年度以降入学生用

「学校設定科目」及び「学校設定教科に関する科目」届

※学校設定科目の目標については、学校指導要領の各教科の目標を踏まえて設定すること。
※学校設定教科に関する科目の到達目標については、別添様式３－⑤の教科の目標を踏まえて設定すること。

教科 科目 単位数 開設学年（年次）

科目設定の
理由等

総合学科として特色のある系列での学習を通して、社会生活や職業生活に必要な技能を身
に付けることを目的として設定する。

科目の
目標

【知識及び技能】
総合学科の特色である、さまざまな分野（農業・工業・スポーツ・福祉・保育・地域文
化・情報等）の体験学習を通して、基礎的な知識や技能を習得する。また活動を通して、
社会生活や職業生活に必要な勤労観や職業観を育成する。

【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな教科の学習や体験を通して、社会における課題や自分自身の目標などを横断的
に考えられるようになる。一つの方向からではなく多角的に見ることで、考察や分析でき
る力を伸ばしていく。体験学習が分野ごとで完結するのではなく、連動してつながってい
くことで、考える選択肢を増やし、応用力を高めていく。

【学びに向かう力、人間性等】
総合学科において、農業・工業・スポーツ・福祉・保育・地域文化・情報等の体験学習を
通して、興味のある分野を見つける。さらに関心、意欲を高め、2年次以降の専門的な学習
へとつなげていく。将来的には自分のやりたいことや生き方を考え、自己実現に向けて豊
かな人間性を養い、社会で活躍できる人材となることをめざす。

総合 産業社会と人間 2 1


